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　日本共産党の志位和夫委員長は２月７日、北朝鮮が同日、事実上の長
距離弾道ミサイルを発射したことについて、次の談話を発表しました。

北朝鮮のミサイル
発射を強く非難する

一、北朝鮮は、７日午前、事実上の弾道ミサイルを発射
した。１月６日の核実験に続く今回の北朝鮮の行動は、
核兵器の開発と不可分に結びついた軍事行動であっ
て、国際の平和と安全に深刻な脅威を及ぼす行為であ
り、「弾道ミサイル技術を利用したいかなる発射」も行わ
ないことを求めた国連安保理決議に違反するとともに、
６カ国協議の共同声明、日朝平壌宣言に違反する暴
挙である。日本共産党は北朝鮮の行為を厳しく非難し、
抗議する。
　一、国際社会が一致して、政治的外交的努力を強
め、北朝鮮に核兵器・ミサイルを放棄させるための実効
ある措置をとることがいよいよ急務となっており、わが党
はそれを強く求めるものである。

共産党・志位委員
長が談話

国際社会
が結束し政治・外交的な努力で解決を！！
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　核実験につづき、ミサイル打ち上げ——
国際的な批判を無視した北朝鮮の暴挙に
強い怒りを覚えます。国際社会が一致し、
外交の力で北朝鮮の核兵器・ミサイルを放
棄させるため、ご一緒に声をあげましょう。


